
大学リ・スキリングプログラム事例集
メニュー②「産業成長」

領域：SCMプロ
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流通経済大学:SCM人材育成プログラム

プログラム概要 カリキュラム内容

• ロジスティクス部門の管理職には別部門から移籍してくる方が少なからず存在して
おり、その人にロジスティクスの基本的な流れなど理解してもらうことができる

• ロジスティクス部門からの管理職には、ロジスティクスの学び直しを図れるとともに新
たな知見を得ることができる機会となる。

• さらにＳＣＭ全般を学ぶことで自社だけでなく共同化などに広い視野を向けること
が可能となる

• サプライ・チェーン全体を俯瞰できるプロフェッショナル人材の育成

• メーカー、卸売、小売、物流事業者、3PLなど物流関連業種を中心に、情報サー
ビス、金融系等広範な業種のSCM部門の管理職層

• 自社範囲の物資、商品の管理だけでなく、自社に関係する製配販の垂直の流れ、
さらには同業他社との連携など広範囲に展開するサプライ・チェーンを俯瞰・管理す
るために必要な知識・考え方を持つ人材の育成

• サプライ・チェーンに関する知見だけでなく、関連するロジスティクスの基礎知識の向
上、データサイエンスの基礎知識の向上等により、SCM全体をマネジメントできる人
材の育成

②目的

③対象者層

④育成対象の課題・目指す姿

⑤ 学修成果

Ⓐ カリキュラム特徴

• 座学と企業事例、企業見学、ケースメソッド、SCM関連データを用いた
データサイエンスプログラムなど、実習を組み合わせた実践的なプログラ
ムを「座学対面」「実践研修」で構成

• 「座学対面」では、SCMの知識を習得すると同時に、データサイエンスを
基礎から学び、SCM運営に数値利用する学習を実施

• 「実践研修」では、ケースメソッド、実務家による企業事例報告、ゲー
ム理論による学習により管理職としての判断力の要請を行う

• 昨年度の「選択講義」にかわるものとしてオンデマンド講座を導入。不
足している知識（物流・ロジスティクス・考え方・情報整理等）を自ら
選択して学習する機会を設ける

• 企業見学（現場見学会）を実施

• 昨年度実施した対面による「SCMプロフェッショナル人材育成プログラ
ム」をブラッシュアップ

• 今年度から新たに「SCMオンデマンドプログラム」を開講、「国内SCMコー
ス」「国際SCMコース」「AI・データサイエンスコース(試行)」の3コース

• さらに新入社員向け 「SCMロジスティクス入門講座」、学部、大学院
向けの「サプライチェーン・ロジスティクス人材教育プログラム」も開講

1/5 全国・東京

• プログラム全体：SCM人材育成プログラム
うち対面プログラム：SCMプロフェッショナル人材育成プログラム
（以下②～⑫は「SCMプロフェッショナル人材育成プログラム」について）

①名称

Ⓑ アピールポイント

SCMプロ
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⑫ シラバス⑥ 受講料

プログラム詳細

流通経済大学:SCM人材育成プログラム

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

• 60万円

⑦受講人数

⑧受講時間数

⑨開講時期・所要期間

⑩ 社会人の学びやすさへの配慮

⑪ 実施形式

• 25人

• 58.5時間＋施設訪問2日＋オンデマンド講座受講

• 7~11月の15日間

• 全体を3期に分け1期5日間で実施。繁忙期を避ける日程で構成

• 基本は対面、一部オンラインでの受講も可能。企業見学（現場見学
会）あり。

• チラシ上のQRコード及び下記大学HPより参加申し込み
• https://www.rku.ac.jp/about/efforts/recurrent/

• https://log-innovation.rku.ac.jp/

申込方法・サイトURL・担当連絡先

• リカレント教育センター 事務室 047-709-1896 recurrent@rku.ac.jp

2/5 全国・東京 SCMプロ

https://www.rku.ac.jp/about/efforts/recurrent/
https://www.rku.ac.jp/about/efforts/recurrent/
https://log-innovation.rku.ac.jp/
https://log-innovation.rku.ac.jp/
https://log-innovation.rku.ac.jp/
https://log-innovation.rku.ac.jp/
mailto:recurrent@rku.ac.jp
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流通経済大学:SCM人材育成プログラム

昨年度の実施成果報告の
該当部分を転記ください

昨年度プログラム内容 昨年度成果サマリー

満足度プログラム写真

実際のプログラム実施内容

• 基幹講義 21講義 ／ 選択講義 14講義
• ワークショップ 3回（SC game 1回、ケースメソッド 2回）
• 企業現場視察 2か所
• 補講 3講義（体験受講 1講義含む）
• シンポジウム 1回

受講者数

• 13名
• 補講・体験：対面14名・オンライン114名
• シンポジウム：対面44名・当日オンライン183名

• 3.9 (受講者へのアンケート結果から)

受講生を輩出した企業の声

• 講義内容が充実しており、継続して参加する意義がある。
• ケースメソッドなどは、企業では取り組めないため、非常に刺激のある構
成であったと聞いている。

• 新入社員向けの講義などについて実施するのであれば、会社として取
り組みを検討していきたい。

• 会社として次年度も参加させていく方針である。

受講生の声

• 網羅性のある講義で知識のブラッシュアップができた。
• 体系的に知識を整理することができた。企業訪問が刺激を受けた。
• 足りなかった知識を補うことができた。

昨年度の実施を踏まえた発展ポイント
• 「SCMプロフェッショナル人材育成プログラム」を参加者の意見を踏まえ
てブラッシュアップ。企業事例、企業見学、ケースメソッド、SCM関連
データを用いたデータサイエンスプログラの充実、「選択講義」にかわるオ
ンデマンド講座を導入し、各自必要な知識（物流・ロジスティクス・考
え方・情報整理等）を自ら選択して学習する機会を設置

• 2026年度から中堅社員向けに「SCMオンデマンドプログラム」、新入社
員向けとして「SCM入門プログラム」を新たに開講

3/5 全国・東京

ワークショップ風景 スクーリング風景

SCMプロ
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流通経済大学:SCM人材育成プログラム

特徴的なプログラム

4/5 全国・東京

データサイエンスプログラム
– SCMを効果的に最適化するには、より正確な需要の予測、安定しかつ低コスト
な調達先の確保、適切な在庫管理、効果的な輸配送などの複合的な改善が
重要。

– そのためには各工程で生ずるデータを集約し、データ分析をおこない有益な知
見や情報を得る必要がある。そのための手法にデータサイエンスがあり、1.データ
の収集と整形、2.統計解析やAIによるデータ分析、3.特徴の可視化、4.有益
な知見の獲得の手順で行われる。

– この講義では、SCMの需要予測に焦点を当て、実際のPOSデータを使い、デー
タ分析(講義形式)、特徴の可視化(実習形式)、知見の獲得(ディスカッショ
ン）を行い、DXを進めるうえでのデータの重要性を再確認する。

ケースメソッド
– 実際の出来事が書かれた「ケース」を討議する形式で行う。
– ケースにより導き出せる課題に対応した設問に対して、個人もしくはグループが当
事者としてどの課題解決策を意思決定し、ほかの受講者と協議の上で最終的な
意思決定の方向性を模索する。本講座で得た知見やアプローチ方法などを駆使
して課題解決の方向性を導き出すことを訓練する。

– ケースメソッドには決まった答え(解決策)はなく、ここで導き出した解決策を
ベースに討議などを実施。

SCMプロ
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流通経済大学:SCM人材育成プログラム

プログラム構成

5/5 全国・東京

■本学が考えるSCM人材育成

    プログラムのラインナップ

 【社会人向け対面プログラム】

●SCMプロフェッショナル人材育成プログラム

【社会人向けオンデマンドプログラム】

●SCMオンデマンド人材育成プログラム

・国内SCMコース

・国際SCMコース

・AI・データサイエンスコース

●新入社員向けプログラム

「SCMロジスティクス入門講座」

【学部・大学院向け】

●SCM入門プログラム

SCMプロ
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東京大学：SCMリカレント教育プログラム

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム概要 カリキュラム内容

①名称

• SCMリカレント教育プログラム

• 複雑化する事業環境においてSCを牽引する高度専門人材の育成

②目的

• 大企業のSCM部門の部課長クラス、物流企業・荷主企業の経営・マ
ネージャー層（係長クラス以上）

③対象者層

• 自部門の技術・実務には精通する一方、市場動向を踏まえて調達・
生産・販売を横断した戦略判断を担いきれていないと推察

• サプライチェーン全体を俯瞰し、バランスよく判断できる人材
• 地政学リスク、物流2024年問題、デジタル化、脱炭素化などの複雑
な事業環境に対応し、データ駆動型の意思決定ができる人材

④育成対象の課題・目指す姿

• 部門横断的な視点でSCM戦略を立案・実行し、組織全体の最適化
をリードできる

• AI・IoT・ビッグデータ分析等の最新技術をSCMに活用し、サステナブル
SCMの設計によりESG評価向上に貢献できる

⑤学修成果

Ⓐ カリキュラム特徴

理論と実務を一体で捉える統合型カリキュラム

– SCMの基礎理論から応用、最新技術・市場動向までを網羅し、演習・
ケーススタディを交えながら戦略視点での理解を促進

– 学術的裏付けと産業界のニーズを融合し、即戦力人材の育成を目的とし
たカリキュラム設計

オンラインと対面のハイブリット学習

– 基本的には講義はオンラインとし、主な受講生として想定している、本業で
忙しい次世代リーダー層の負担は軽減しつつ、

– 一方で、演習や実地研修は対面とし、履修の上で必要な重要な内容は
的確に押さえる構成

Ⓑ アピールポイント

産学連携による実践的プログラム

– 東大教員と実務家講師が約半々で担当し、日本を代表とする企業の
ケーススタディを通じて実践的な知見を習得

– PBL型アドバンスト演習では、企業の実際の課題をテーマに大学院生と協
働で3ヶ月程度の共同研究活動を実施

修了者にはデジタルバッジを発行予定

– 保有スキルの社内外での可視化が可能で、キャリアアップ・異動・再配置に
おけるスキル証明ツールとしての活用が可能

1/4 東京都 SCMプロ
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⑫ シラバス⑥ 受講料

プログラム詳細

東京大学：SCMリカレント教育プログラム

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

• 1,000,000円

⑦受講人数

⑧受講時間数

⑨開講時期・所要期間

⑩社会人の学びやすさへの配慮

⑪実施形式

• 25人

• 32回×約2時間

• 2026年 9月26日（土）～ 2027年2月6日（土）約18週

• オンライン（ハイブリッド）実施： 19回（平日夜開催／理論講義）

• 対面実施： 13回（土曜日開催／現場研修・演習・ゲスト講義・成
果発表）

• https://ti.t.u-tokyo.ac.jp/programs/scm-re

申込方法・サイトURL

担当連絡先

• 東京大学 工学系研究科 トランスポートイノベーション研究センター
Mail：scm-re@ti.u-tokyo.ac.jp Tel：03-5841-6990

2/4 こちらに大学の
ロゴを添付ください

東京都

カリキュラムの構成
✓第1回～第5回（導入・戦略論）： SCMの全体像、経営戦略と
の接続、および数理科学的アプローチの基礎（渋滞学等）を集
中的に学習し、全体俯瞰の視座を醸成。

✓第6回～第15回（理論とシステム思考）：在庫理論、サプライ
チェーンネットワーク設計等の基礎理論に加え、システムダイナミクス
やDX活用（アパレル業界事例等）を通じ、複雑な事象を構造化
するスキルを習得。

✓第16回～第24回（先端技術とリスク管理）： AI・機械学習の
基礎とSCMへの応用、地政学リスク、環境対応（GX）について、
専門家講義および演習（ゲーム理論・経済実験）を通じて実践
的に学習。

✓第25回～第32回（発展・総括）： ファイナンス、循環型経済、
フィジカルインターネット等の発展的トピックを学ぶとともに、最終回に
て自社課題解決に向けた提案発表（PBLへの接続）を実施。

現場研修
✓実施日： 11月頃の土曜日
✓訪問先：東京港大井地区周辺（物流倉庫・コンテナターミナル
等）

SCMプロ

https://ti.t.u-tokyo.ac.jp/programs/scm-re
https://ti.t.u-tokyo.ac.jp/programs/scm-re
https://ti.t.u-tokyo.ac.jp/programs/scm-re
https://ti.t.u-tokyo.ac.jp/programs/scm-re
https://ti.t.u-tokyo.ac.jp/programs/scm-re
https://ti.t.u-tokyo.ac.jp/programs/scm-re
https://ti.t.u-tokyo.ac.jp/programs/scm-re
mailto:scm-re@ti.u-tokyo.ac.jp
mailto:scm-re@ti.u-tokyo.ac.jp
mailto:scm-re@ti.u-tokyo.ac.jp
mailto:scm-re@ti.u-tokyo.ac.jp
mailto:scm-re@ti.u-tokyo.ac.jp
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東京大学：SCMリカレント教育プログラム

昨年度の実施成果報告の
該当部分を転記ください

昨年度プログラム内容 昨年度成果サマリー

満足度プログラム写真

実際のプログラム実施内容

実施期間： 2025年10月25日～ 2026年2月7日
講義・演習回数： 32回（講義24回、演習6回、現場研修1回、成果発表1回）
✓ 対面実施： 13回（土曜日開催／現場研修・演習・ゲスト講義・成果発表）
✓ オンライン（ハイブリッド）実施： 19回（平日夜開催／理論講義）

カリキュラムの構成と推移
✓ 第1回～第5回（導入・戦略論）： SCMの全体像、経営戦略との接続、および数理
科学的アプローチの基礎（渋滞学等）を集中的に学習し、全体俯瞰の視座を醸成。

✓ 第6回～第15回（理論とシステム思考）：在庫理論、サプライチェーンネットワーク設
計等の基礎理論に加え、システムダイナミクスやDX活用（アパレル業界事例等）を通じ、
複雑な事象を構造化するスキルを習得。

✓ 第16回～第24回（先端技術とリスク管理）： AI・機械学習の基礎とSCMへの応用、
地政学リスク、環境対応（GX）について、専門家講義および演習（ゲーム理論・経済
実験）を通じて実践的に学習。

✓ 第25回～第32回（発展・総括）： ファイナンス、循環型経済、フィジカルインターネット
等の発展的トピックを学ぶとともに、最終回にて自社課題解決に向けた提案発表（PBL

への接続）を実施。
現場研修の実績
✓ 実施日：令和7年11月8日（土）
✓ 訪問先：東京港大井地区周辺（物流倉庫・コンテナターミナル等）

受講者数 • 28名（うち聴講生3名）

• 96.8 ％ (アンケート結果 等)

受講生を輩出した企業の声

• 期待との合致：東大教員による先端理論と、ユニクロやアマゾン等の実務家講
師による具体事例が融合しており、期待していた「実務への応用力」と「視座の引
き上げ」の双方において高い評価を得られた。

• ニーズへの適合度： 「2024年問題」や「地政学リスク」といった直近の経営課題に
直結するカリキュラムであり、特にDX・データ活用への意識変革において企業ニーズ
と強く合致した。

受講生の声

• 意識変革： 「自部門の個別最適に陥っていた視点が、サプライチェーン全体の最
適化を考える視点へと大きく変化した」「通常の業務では接点のない他業界（製
造、物流、商社等）の受講者と議論することで、多角的な視野を獲得できた」

• 習得スキル： 「数理モデルを用いた在庫最適化の理論」「システムダイナミクスによ
る因果関係の可視化」「生成AIを活用した業務プロセスの設計」など、即座に実
務に応用可能な具体的スキルを習得した。

昨年度の実施を踏まえた発展ポイント
• 令和8年度（2026年度）は、受講者の要望を反映し、開講時期，講義時間，
内容を変更し，大幅に拡大する。

• 自社課題を解決する「アドバンスト演習（PBL）」を提供し、さらに本格的な産学
共同研究へと発展させるエコシステムを構築する。

3/4 こちらに大学の
ロゴを添付ください

東京都

講義、ワークショップ

現場見学

SCMプロ
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東京大学：SCMリカレント教育プログラム

6月採択時点のプログラム案(今後予告なく変更の可能性有り)

プログラム詳細（2025年実績）

4/4 こちらに大学の
ロゴを添付ください

東京都 SCMプロ
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